
シ　ラ　バ　ス  

科  目  名 財 務 会 計 Ⅰ 単 位 数 　 　 ３ 単 位 学 年 ・ 学 科 ２ 学 年 流 国 情 学 科   展 開       必 修 　 ・ 　 選 択

教 科 書 名 財 務 会 計 Ⅰ （ Ｔ Ａ Ｃ 　 商 業 ７ ３ １ ）   副 教  最 新 段 階 式 簿 記 検 定 問 題 集 全 商 １ 級 会 計 改 訂 版 (実 教 出 版 ) 
 材 名 全 商 簿 記 実 務 検 定 模 擬 試 験 問 題 集 １ 級 会 計 (実 教 出 版 )

科 目 の 目 標 ・ 企 業 に お け る 取 引 の 記 録 、 計 算 、 整 理 に 関 す る 知 識 と 技 術 を 習 得 さ せ 、 簿 記 の 基 本 的 な 仕 組 み に つ い て 理 解 さ せ る
と と も に ビ ジ ネ ス の 諸 活 動 を 計 数 的 に 把 握 す る 能 力 と 態 度 を 身 に つ け 、 ス ペ シ ャ リ ス ト の 基 礎 を つ く り ま す 。

 学 習 内 容 と 進 め 方 ・ 財 務 会 計 に 関 す る 知 識 と 技 術 を 習 得 さ せ 、 会 計 責 任 を 果 た す こ と の 重 要 性 に つ い て 理 解 さ せ る 。
・ 会 計 情 報 を 提 供 し 、 活 用 す る 能 力 と 態 度 を 育 て る 。

学 習 の 留 意 点 (１ )新 し い 会 計 基 準 や 財 務 会 計 の 基 本 概 念 に つ い て ， 自 ら 思 考 を 深 め ， 高 度 な 知 識 と 技 術 を 活 用 し て 適 切 に 判 断 す る
　 能 力 を 身 に つ け 、 会 計 情 報 の 提 供 お よ び 活 用 と い う 形 を 学 ぶ こ と で 理 解 が 深 ま り ま す 。  
(２ )会 計 基 準 の 国 際 的 統 合 の 状 況 ， 特 に Ｉ Ａ Ｓ Ｂ （ 国 際 会 計 基 準 審 議 会 ） が 逐 次 公 表 す る IFRS（ 国 際 財 務 報 告 基 準 ）
　 の 動 向 な ど を 、 わ か り や す く ま と め る こ と で 、 よ り 高 度 な 学 習 に 進 む こ と が で き ま す 。  
(３ )企 業 結 合 会 計 、 特 に 吸 収 合 併 に お け る 会 計 処 理 を 理 解 し 、 投 資 差 額 の 償 却 、 当 期 純 利 益 の 計 上 、 配 当 金 の 修 正 な
　 ど の 理 解 を 図 る こ と が で き ま す 。

 月 単 　 　 　 元 予 定時 数 具 体 的 な 学 習 内 容  評 価 の 観 点                                
 　 　 　 　 　 　 　 備 考 （ 評 価 項 目 ）

１ ２ ３

４  オ リ エ ン テ ー シ ョ ン  １       
 第 １ 編  財 務 会 計 の 基 礎 　 　       
 第 １ 章  企 業 会 計 と 会 計 公 準   ３  財 務 会 計 と 管 理 会 計  ○    １ 企 業会 計 の意 義 や 役 割 に つ い て 、 株 式 会 社 制 度 の 特 徴 と 併 せて 理 解し ま す 。  
 第 ２ 章  企 業 会 計 制 度   ２  情 報 提 供 機 能 と 利 害 調 整 機 能 　 会 計 公 準   ○   ２ 財 務会 計 と管 理 会 計 の 役 割 の 違 い 、 財 務 会 計 の 利 害 調 整 機 能と 情 報提 供 機 能 、  
       会 計 担 当 者 の 役 割 と 責 任 、 会 計 公 準 の 概 要 、 会 計 な ど に 関 す る 情 報 開 示 （ デ ィ ス

 第 ２ 編  貸 借 対 照 表        ク ロ ージ ャ ー） の 重 要 性 な ど に つ い て 理 解 し ま す 。  
 第 ３ 章  貸 借 対 照 表 の 概 要   ３  貸 借 対 照 表 の 役 割 ･貸 借 対 照 表 の 表 示 区 分 ･形 式  ○  ○   ２ 財 務 諸 表 の 構 成 要 素 で あ る 資 産 ・ 負 債 ・ 純 資 産 ・ 収 益 ・ 費 用 の 概 念 に つ い て 理

５ 第 ４ 章  資 産 の 分 類 と 評 価   ５  資 産 の 分 類 ・ 評 価 ・ 資 産 の 評 価 基 準  ○  ○   解 し ます 。  
 第 ５ 章  負 債 の 分 類   ２  負 債 の 分 類    ○  ３ 財 務 諸 表 の 構 成 要 素 で あ る 資 産 ・ 負 債 ・ 純 資 産 ・ 収 益 ・ 費 用 の 概 念 に つ い て 理

 第 ６ 章  現 金 預 金   ３  現 金 預 金 銀行 勘 定 と の 不 一致 の 調 整 B/Sへ の表 示   ○   解 し ます 。  
 第 ７ 章  金 銭 債 権   ２  売 上 債 権 ・ 営 業 外 債 権   ○   ２ 現 金・ 預 金の 意 味 と 銀 行 勘 定 調 整 表 の 作 成 方 法 に つ い て 理 解し ま す。  

６ 第 ８ 章  電 子 記 録 債 権 ・ 債 務   ２  電 子 的 に 記 録 さ れ る 債 権 ・ 債 務    ○  ３ 会 計法 規 の種 類 と 目 的 、 会 計 基 準 の 意 義 と 動 向 に つ い て 理 解し ま す。  
 第 ９ 章  棚 卸 資 産   ３  棚 卸 資 産 の 取 得 原 価 、 費 用 配 分 の 原 則 、 商 品 評 価 損  ○   ２ 棚 卸 資 産 の 意 味 、 単 価 と 数 量 の 計 算 方 法 、 会 計 処 理 お よ び 期 末 評 価 に つ い て 理

 第 10章  有 価 証 券   ３  棚 卸 減 耗 損  有 価 証 券 の 分 類   ○   解 し ます 。  
 第 11章  有 形 固 定 資 産   ３  有 形 固 定 資 産 取 得 原 価 決 定 、 原 価 償 却 、 期 末 評 価  ○    １ 有 形固 定 資産 の 意 味 と 種 類 、 資 本 的 支 出 と 収 益 的 支 出 、 減 価償 却 費の 計 算 方 法 、 
       固 定 資産 の 売却 ・ 除 却 ・ 滅 失 に 関 す る 会 計 処 理 に つ い て 理 解 しま す 。 

７ 第 12章  リ ー ス 取 引 　   ５  リ ー ス 会 計 の 意 味 ﾌｧｲﾅﾝｽ・ ﾘｰｽ取 引 の 会 計 処 理    ○  ３ リ ー ス 取 引 の 概 要 、（ 所 有 権 移 転 外 ） フ ァ イ ナ ン ス ・ リ ー ス 取 引 の 意 味 と 借 手 側

       の 会 計処 理 、オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・ リ ー ス 取 引 の 意 味 と 借 手 側 の会 計 処理 に つ い て  
       理 解 しま す 。 
 第 13章  無 形 固 定 資 産   ３  無 形 固 定 資 産 、 法 的 資 産 処 理 、 の れ ん 処 理 、 期 末 評 価  ○   ２ 無 形 固 定 資 産 の 意 味 と 種 類 、 法 律 上 の 権 利 ・ の れ ん ・ 自 社 利 用 目 的 の ソ フ ト ウ

８ 第 14章  研 究 開 発 費 と ｿﾌﾄｳｴｱ  １  研 究 開 発 費 の 会 計 処 理 、 自 社 利 用 の ソ フ ト ウ ェ ア 　 　  ○   ェ ア の会 計 処理 お よ び 期 末 評 価 に つ い て 理 解 し ま す 。  
 第 15章  引 当 金   ２  引 当 金 の 分 類 、 役 員 賞 与 引 当 金 ・ 退 職 給 付 引 当 金   ○   ２ 負 債の 意 味と そ の 分 類 、 手 形 の 二 次 的 責 任 、 偶 発 債 務 、 負 債性 引 当金 、 退 職 給  

９       付 の 会計 処 理に つ い て 理 解 し ま す 。  
 第 16章 ～ 第 18章  純 資 産 　  ５  設 立 ・ 増 資 ・ 株 主 資 本 の 計 数 変 動 、 株 主 配 分  ○   ○  ３ 報 告 式 の 貸 借 対 照 表 の 表 示 区 分 と 作 成 方 法 な ど に つ い て 理 解 し 、 資 料 を も と に

１ ０ 第 19章  貸 借 対 照 表 の 作 成   ５  誘 導 法 ・ 棚 卸 法 ・ 配 列 方 法 ・ 作 成 原 則 ・ 注 記   ○   報 告 式の 貸 借対 照 表 を 作 成 す る 学 習 活 動 に 取 り 組 み ま す 。  
 第 ３ 編  損 益 計 算 書    損 益 計 算 書 の 役 割 　   ○    
 第 20章  損 益 計 算 書 の 概 要  ７  損 益 計 算 書 の 形 式 、 表 示 区 分    ○  ３ 報 告 式 の 損 益 計 算 書 の 表 示 区 分 と 作 成 方 法 な ど に つ い て 理 解 し 、 資 料 を も と に

１ １ 第 21章  損 益 計 算 書 の 基 準   ５  期 間 損 益 計 算 、 費 用 収 益 対 応 の 原 則 、 認 識 ・ 測 定 基 準  ○   報 告 式の 損 益計 算 書 を 作 成 す る 学 習 活 動 に 取 り 組 み ま す 。  
 第 22章 役 務 の 契 約 と 工 事 契 約  １  役 務 の 提 供 、 工 事 契 約  ○   ○   
 第 23章  掛 け 代 金 の 割 引   ５  売 上 割 引 、 仕 入 割 引 　   ○    
１ ２ 第 24章  外 貨 建 て 取 引   ２  輸 入 時 ・ 輸 出 時 ・ 決 算 時 の 処 理 、 為 替 予 約 、 P/L表 示  ○   ２ 外 貨 建 取 引 の 意 味 と そ の 会 計 処 理 、 為 替 予 約 の 意 味 と 為 替 予 約 を 付 し た 場 合 の

 第 25章  法 人 税 と 税 効 果 会 計  ５  法 人 税 ・ 住 民 税 及 び 事 業 税     会 計 処理 に つい て 理 解 し ま す 。  
１ 第 26章  損 益 計 算 書 の 作 成   １  損 益 計 算 書 の 作 成 ･注 記    ○  ３ 報 告 式 の 損 益 計 算 書 の 表 示 区 分 と 作 成 方 法 な ど に つ い て 理 解 し 、 資 料 を も と に

 第 27章  そ の 他 の 財 務 諸 表   ２  株 主 資 本 変 動 計 算書 、 注 記 表 に つい て  ○    報 告 式の 損 益計 算 書 を 作 成 す る 学 習 活 動 に 取 り 組 み ま す 。  
２ 第 ４ 編  財 務 諸 表 の 活 用         

 第 28章  ﾃ ﾞｨｽｸﾛｼﾞｬｰ制 度   ７  デ ィ ス ク ロ ジ ャ ー制 度 の 趣 旨  ○  ○   １ 企 業と 利 害関 係 者 お よ び デ ィ ス ク ロ ー ジ ャ ー に つ い て 理 解 しま す 。 
３ 第 29章  財 務 諸 表 分 析   ５  財 務 諸 表 分 析   ○  ３ 財 務諸 表 分析 の 意 味 ・ 方 法 す る 学 習 活 動 に 取 り 組 み ま す 。  

第 30章  連 結 財 務 諸 表  10 連 結 財 務 諸 表 ､支 配 取 得 日 連 結 、 子 会 社 資 産 ・ ○   ２ 連 結 財 務 諸 表 の 意 義 ・ 目 的 ・ 種 類 、 企 業 集 団 の 実 態 を 分 析 す る 上 で の 連 結 財 務

 ７  負 債 時 価 、 投 資 資 本 の 相 殺 消 去 、 支 配 獲 得 後 連 ○ 諸 表 の有 用 性に つ い て 理 解 し ま す 。  
 結

 （ １ ） 財 務 会 計 に つ い て 実 務 に 即 し て 体 系 的 ・ 系 統 的 に 理 解 す る と と も に 、 関 連 す る 技 術 を 身 に つ け て い る か 。  
 （ ２ ） 企 業 会 計 に 関 す る 法 規 と 基 準 お よ び 会 計 処 理 の 方 法 の 妥 当 性 と 課 題 を 見 い だ し 、 ビ ジ ネ ス に 携 わ る 者 と し て 科 学 的 な

評 価 方 法  　  根 拠 に も と づ い て 創 造 的 に 課 題 に 対 応 す る と と も に 、 会 計 的 側 面 か ら 企 業 を 分 析 す る 力 を 身 に 付 け て い る か 。  
 （ ３ ） 会 計 責 任 を 果 た す 力 の 向 上 を 目 指 し て み ず か ら 学 び 、 適 切 な 会 計 情 報 の 提 供 と 効 果 的 な 活 用 に 主 体 的 か つ 協 働 的 に 取

　  り 組 む 態 度 を 養 え た か 。

 観 　 点 趣 　 旨                                        
 
 １ 知 識 ・ 技 能 　 財 務 会 計 に 関 す る 理 論 的 な 知 識 と 技 術 に と ど ま ら ず 、 実 務 と 関 連 づ け ら れ 、 ビ ジ ネ ス の さ ま ざ ま な 場 面 で
 役 に 立 つ 実 務 に 即 し た 知 識 と 技 術 が 身 に つ い て い る 。
 
 ２ 思 考 ・ 判 断   唯 一 絶 対 の 答 え が な い こ と の 多 い 経 済 社 会 に あ っ て 、 財 務 会 計 を は じ め と し た さ ま ざ ま な 知 識 、 技 術 な ど
 ・ 表 現 を 活 用 し 、 企 業 会 計 に 関 す る 法 規 と 基 準 お よ び 会 計 処 理 の 方 法 の 妥 当 性 と 実 務 に 適 用 す る こ と に と も な う 課
評 価 の 観 点  題 を 見 い だ す と と も に 、 会 計 情 報 が 社 会 に 及 ぼ す 影 響 を 踏 ま え 、 財 務 会 計 に 関 す る 理 論 、 企 業 活 動 の 流 れ な

 ど 科 学 的 な 根 拠 に も と づ い て 工 夫 し て よ り よ く 課 題 に 対 応 す る 力 お よ び 財 務 指 標 を 組 み 合 わ せ て 企 業 の 実 態
 を 総 合 的 に 分 析 す る 力 が 身 に つ い て い る 。                                                                    

３ 主 体 的 に 学 　 会 計 責 任 を 果 た す 力 の 向 上 を 目 指 し て み ず か ら 財 務 会 計 に つ い て 学 ぶ 態 度 お よ び 組 織 の 一 員 と し て 自 己 の
習 に 取 り 組 む 役 割 を 認 識 し て 当 事 者 と し て の 意 識 を も ち 、 他 者 と 信 頼 関 係 を 構 築 し て 積 極 的 に 関 わ り 、 適 正 な 会 計 処 理 、
態 度 財 務 諸 表 の 作 成 と 分 析 な ど に よ る 会 計 情 報 の 提 供 と 効 果 的 な 活 用 に 責 任 を も っ て 取 り 組 む 態 度 が 身 に つ い て

い る 。                                                                           

 １ 知 識 ・ 技 能 A実 務 と 関 連 づ け ら れ 、 ビ ジ ネ ス の さ ま ざ ま な 場 面 で 役 に 立 つ 実 務 に 即 し た 知 識 と 技 術 が 身 に つ い て い る 。  
 B実 務 と 関 連 づ け ら れ 、 ビ ジ ネ ス の さ ま ざ ま な 場 面 で 役 に 立 つ 実 務 に 即 し た 知 識 と 技 術 が 身 に つ け る こ と が
 概 ね で き て い る 。  
 C 実 務 と 関 連 づ け ら れ 、 ビ ジ ネ ス の さ ま ざ ま な 場 面 で 役 に 立 つ 実 務 に 即 し た 知 識 と 技 術 が 身 に つ け る こ と が
 不 十 分 で あ る 。
 
 ２ 思 考 ・ 判 断 A財 務 会 計 に 関 す る 理 論 、 企 業 活 動 の 流 れ な ど 科 学 的 な 根 拠 に も と づ い て 工 夫 し て よ り よ く 課 題 に 対 応 す る
 ・ 表 現 力 が 身 に つ い て い る 。                                                                   

評 価 基 準  B財 務 会 計 に 関 す る 理 論 、 企 業 活 動 の 流 れ な ど 科 学 的 な 根 拠 に も と づ い て 工 夫 し て よ り よ く 課 題 に 対 応 す る
力 が 概 ね 身 に つ い て い る 。                                                                   
C財 務 会 計 に 関 す る 理 論 、 企 業 活 動 の 流 れ な ど 科 学 的 な 根 拠 に も と づ い て 工 夫 し て よ り よ く 課 題 に 対 応 す る
力 を 身 に つ け る こ と が 不 十 分 で あ る 。

３ 主 体 的 に 学 A適 正 な 会 計 処 理 、 財 務 諸 表 の 作 成 と 分 析 な ど に よ る 会 計 情 報 の 提 供 と 効 果 的 な 活 用 に 責 任 を も っ て 取 り 組
習 に 取 り 組 む む 態 度 が 身 に つ い て い る 。                                                                            
態 度 B適 正 な 会 計 処 理 、 財 務 諸 表 の 作 成 と 分 析 な ど に よ る 会 計 情 報 の 提 供 と 効 果 的 な 活 用 に 責 任 を も っ て 取 り 組

む 態 度 が 概 ね 身 に つ い て い る 。                                                                   
C適 正 な 会 計 処 理 、 財 務 諸 表 の 作 成 と 分 析 な ど に よ る 会 計 情 報 の 提 供 と 効 果 的 な 活 用 に 責 任 を も っ て 取 り 組
む 態 度 が 不 十 分 で あ る 。

 


